
フッ化物洗口スタート！８０歳までに２０本の歯を
目指します。
フッ化物先口は、平成２４年から、産山村が実施している事業になります。
むし歯及び歯周病に代表される歯科疾患は、食生活や社会生活等に支障をきたし、ひ
いては、全身の健康に影響を及ぼすこととなります。
また、歯及び口腔（口の中）の健康を保つことは、単に食物を咀嚼（食べ物を細かくな

るまでかむこと。）するという点からだけでなく食事や会話を楽しむなど、豊かな人生を
送るための基礎となるものです。
現在、国において、生涯にわたり自分の歯を20本以上保つことを目標とした8020運

動が提唱され、県も推進しています。
8020の実現に向け、歯の喪失（うしなうこと）の2大原因であるむし歯と歯周病の予

防のため、それぞれの疾病の急増期である幼児期と学齢期（義務教育機関）のむし歯予
防、歯周病予防に取り組み、生涯を通じた歯及び口腔の健康づくりを進めます。

※フッ化物先口は、歯を強くする効果がありますが、それだけではむし歯はなくなりませ
ん。日頃の歯磨きや、甘い物を取り過ぎないなどの取組が必要です。
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うぶやまの風
〈学校教育目標〉 学び合い 支え合い きたえ合う産山の子ども

～「合い」とは仲間との高め合い、集団の中での育ち合い、教育的愛情による導き～

産山学園HPも随時更新

３つの合い言葉

実施の様子（朝の会後）

家庭訪問お世話になりました。
保護者の皆様からいただいた情報をもとに、これからも子ども達の成長を支援し

ていきます。今後ともよろしくお願いします。

本校のむし歯保有率について
本校は、保護者の皆様のご協力のお

かげで、他の自治体との比較ではあり
ますが、むし歯保有率（むし歯を持っ
ている子どもの数）が低いという結果
が出ています。今年度も、６月の歯科
検診後に結果の通知を出しますので、
要治療と報告を受けた保護者の皆様は
ご対応をお願いします。
また、何かお困りごとがございまし

たら学校まで連絡ください。


